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エグゼクティブ・サマリー 

今日、ビッグ・データという言葉が注目を集めていますが、その背景にあるのはシンプルな事情で

す。何十年間にもわたり、企業はリレーショナル・データベースに格納されたトランザクショナル・

データに基づいてビジネスの意思決定を行ってきました。しかし、そのような機密データの他にも、

従来とは異なる、あまり構造化されていないデータに貴重な情報がある可能性があります。たとえ

ば、Webログ、ソーシャル・メディア、電子メール、センサー、写真などから、有用な情報を掘り

起こせる可能性があります。ストレージおよびコンピューティング能力にかかるコストの低下によ

り、これらのデータの収集が可能になりました。わずか数年前までは投げ捨てられていたようなデー

タです。その結果、従来とは異なるけれども非常に高い価値を持つ可能性があるデータを、従来の

エンタープライズ・データとともにビジネス・インテリジェンス分析に含めようとする企業が増え

ています。 

 

ビッグ・データから真のビジネス価値を抽出するには、異なるソースからさまざまなデータ・タイ

プを取得して体系化するツールや、あらゆるエンタープライズ・データのコンテキスト内でそれを

簡単に分析するための適切なツールが必要です。オラクルは、さまざまなタイプのデータを取得し

て体系化し、それらを既存のデータとともに分析することで新たな事実や隠れた関係性を発見し、

十分に活用するための、非常に幅広く、統合された製品ポートフォリオを提供しています。 
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概要 

オラクルは、最近発表したOracle Big Data ApplianceおよびOracle Big Data Connectorsにより、あらゆる

種類のエンタープライズ・ビッグ・データの要件に応えられる、完全に統合されたソリューションを

提供する、最初のベンダーとなりました。オラクルのビッグ・データ戦略は、現行のエンタープライ

ズ・データ・アーキテクチャを発展させることにより、ビッグ・データを統合してビジネス価値を提

供できるという考えに基づいています。現行のエンタープライズ・アーキテクチャを発展させること

により、Oracleシステムの実証済みの信頼性、柔軟性およびパフォーマンスを利用して、ビッグ・デー

タの要件に対処できます。 

ビッグ・データの定義 

ビッグ・データとは、通常は以下のタイプのデータを指します。 

• 従来のエンタープライズ・データ ― CRMシステムからの顧客情報、トランザクショナルERP
データ、Webストアのトランザクション、総勘定元帳データなど 

• 機械が生成したデータ/センサー・データ― Call Detail Record（"CDR"と呼ばれる詳細通話記

録）、Webログ、スマート・メーター、製造センサー、機器ログ（Digital Exhaustと呼ばれる

ことが多い）、取引システム・データなど 

• ソーシャル・データ―顧客フィードバック・ストリーム、Twitterなどのマイクロブログ・サ

イト、Facebookなどのソーシャル・メディア・プラットフォームなど 

McKinsey Global Instituteでは、データ量は1年に40%増加し、2020年は2009年の44倍になると予測して

います。ただし、データの量は、もっとも目立つパラメータであることが多いとはいえ、これだけが

重要な特性というわけではありません。実際のところ、ビッグ・データを定義する特性には、以下の4
つがあります。 

• 量 ― 機械が生成するデータは、従来とは異なるデータよりも大量に作成されます。たとえ

ば、1つのジェット・エンジンは、30分間に10TBのデータを生成できます。1日に25,000を超

える航空機が運航しており、このデータソース1つだけを取ってみても、データ量はペタバイ

トに上ります。石油製油所や掘削装置などの産業用重機器やスマート・メーターでも同様の

データ量が生成されており、問題が大きくなっています。 

• 速度 ― ソーシャル・メディア・データ・ストリームは、機械が生成するデータほど大量で

はないにしても、カスタマ・リレーションシップ・マネジメントに貴重な意見やリレーショ

ンシップを大量に生成します。1件のツイートにつき140文字でも、ツイッター・データの高

速度（高頻度）により、データ量は大量になります（1日8TB以上）。 

• 種類 ― 従来のデータ形式は、予め適切に定義されており、あまり変更されない傾向にあり

ます。それとは対照的に、従来とは異なるデータ形式は目まぐるしく変化しています。新規

サービスの追加、新しいセンサーの配置、新規マーケティング・キャンペーンの実施などの

たびに、情報を結果として取得するために新しいデータ・タイプが必要となります。 
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• 価値 ― 異なるデータの経済的価値は、多岐にわたります。通常は、従来とは異なる大規模

なデータの中に価値のある情報が隠れています。課題は、価値のあるデータを識別し、その

データを分析できるように変換して抽出することです。 

ビッグ・データを最大限に活用するには、企業は自社のITインフラストラクチャを発展させて、さま

ざまなデータ・タイプの大量のデータの高速送信に対処し、そのデータを組織の他のエンタープライ

ズ・データと統合して分析できるようにすることが必要です。 

ビッグ・データの重要性 

ビッグ・データを従来のエンタープライズ・データと組み合わせて抽出して分析すると、企業はビジ

ネスをより徹底的に深く理解できます。それにより、生産性が向上し、競争力が増して、より大きな

革新が実現します。そして、これらすべてが最終損益に大幅な影響を与えます。 

たとえば、医療サービスの提供では、慢性的または長期に渡る経過の監視に費用がかかります。バイ

タルサインを測定して進捗を監視する在宅モニタリング装置の使用は、患者の健康状態を向上させ、

診療所の訪問数と病院の受入れ数を減らすためにセンサー・データを使用できる1つの方法です。 

製造業の中には、遠隔測定データのストリームを返すために製品にセンサーを配置しています。これ

は、通信、セキュリティおよびナビゲーション・サービスを提供するOnStarなどのサービスの提供に使

用されることもあります。さらに重要なことに、この遠隔測定データにより、使用パターン、エラー

発生率や、開発コストおよび組立てコストを削減できる製品改良のための他の機会も明らかになりま

す。 

スマートフォンや他のGPS装置の増加により、利用者が店や、喫茶店、レストランの近くにいるときに、

広告主には利用者をターゲットとするチャンスが発生します。これにより、サービス・プロバイダに

新しい収益が発生し、多数のビジネスに新しい顧客をターゲットとするチャンスが生まれます。 

通常、小売業者は製品を買う顧客については知っています。eコマース・サイトからのWebログ・ファ

イルやソーシャル・メディアを使用することにより、誰が製品を買わなかったか、なぜ買わない選択

をしたのかなど、現在は小売業者が利用できない情報を理解するのに役立ちます。これにより、はる

かに効果的な細かな顧客のセグメント化や的を絞ったマーケティング・キャンペーンが可能になり、

サプライ・チェーンの効率が向上します。 

最後に、FacebookやLinkedInなどのソーシャル・メディア・サイトは、ビッグ・データなしでは存在す

らできません。これらのビジネス・モデルでは、Web上でパーソナライズされたエクスペリエンスが必

要とされ、それはユーザーやメンバーに関する入手可能なあらゆるデータを取得して使用することに

よってのみ提供が可能だからです。 
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ビッグ・データ・プラットフォームの構築 

データウェアハウジング、Webストアや他のITプラットフォームのように、ビッグ・データのインフ

ラストラクチャには独自の要件があります。ビッグ・データ・プラットフォームのコンポーネント

すべてを考慮する際には、最終的な目標は、ビッグ・データとエンタープライズ・データとを簡単

に統合し、組み合わされたデータセットの深い分析を可能にすることであることを覚えておくこと

が重要です。 

インフラストラクチャの要件 

ビッグ・データ・インフラストラクチャの要件は、データの取得、データの体系化およびデータの分

析にまたがります。 

ビッグ・データの取得 

取得のフェーズは、ビッグ・データ登場前に比べてインフラストラクチャが大きく変化した点の1つで

す。ビッグ・データは高速度で多様なデータ・ストリームを参照するため、ビッグ・データの取得の

サポートに必要なインフラストラクチャには、以下の要件があります。データの取得および短くて簡

単な問合せの実行の両方において、短くて予測可能な待機時間を提供すること。多くの場合、分散環

境において大量のトランザクションを処理できること。柔軟で動的なデータ構造をサポートすること。 

NoSQLデータベースは、ビッグ・データの取得および保存に頻繁に使用されます。NoSQLデータベー

スは、動的データ構造に適しており、非常にスケーラブルです。システムがデータを分類および解析

することなく、すべてのデータを簡単に取得しようとするため、NoSQLデータベースに保管されるデー

タは通常は非常に多様です。 

たとえば、NoSQLデータベースはしばしばソーシャル・メディア・データの収集と保存に使用されま

す。顧客が実際に使用するアプリケーションがしばしば変更される一方で、基礎となるストレージ・

ストラクチャは単純なままです。エンティティ間のリレーションシップによってスキーマを設計する

かわりに、これらの単純な構造には、多くの場合、データ・ポイントを識別する主要キーと、関連デー

タを保持するコンテンツ・コンテナのみが含まれます。この単純で動的な構造により、ストレージ・

レイヤーにおけるコストのかかる再編成なしに変更を実施できます。 

ビッグ・データの体系化 

従来のデータウェアハウジングの用語では、データの体系化はデータ統合と呼ばれています。ビッグ・

データの量が非常に大きいため、データを元のストレージ・ロケーションで体系化し、大量のデータ

を移動させないことによって時間と費用を節約する傾向があります。ビッグ・データの体系化に必要

なインフラストラクチャの要件は以下のとおりです。データを元のストレージ・ロケーションで処理

および操作できること。大規模なデータ処理手順に対処できる非常に高いスループット（多くの場合

バッチ処理）をサポートすること。非構造化データから構造化データまで、多様なデータ形式に対処

できること。 

Apache Hadoopは、データを元のデータ・ストレージ・クラスタに維持しながら大量のデータを体系化

して処理できる新しいテクノロジーです。Hadoop Distributed File System（HDFS）は、たとえばWebロ
グ向けの長期ストレージ・システムです。これらのWebログは、クラスタ上でMapReduceプログラムを

実行し、集計された結果を同じクラスタ上で生成することにより、ブラウジング動作（セッション）

情報に変換されます。これらの集計結果は、リレーショナルDBMSシステムへロードされます。 
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ビッグ・データの分析 

データの移動は常に体系化段階で行われるとは限らないため、分析も分散環境で行われる場合があり

ます。その場合、データによっては、最初に格納されていた場所にとどまり、データウェアハウスか

ら透過的にアクセスされることになります。ビッグ・データの分析に必要とされるインフラストラク

チャの要件は以下のとおりです。統計分析やデータ・マイニングなどのより深い分析を、多様なシス

テムに保存されたさまざまなデータ・タイプでサポートできること。きわめて大きなデータ量へ拡張

できること。動作の変更による応答時間を高速化できること。そして、分析モデルに基づく決定を自

動化できること。もっとも重要なのは、インフラストラクチャによって、ビッグ・データと従来のエ

ンタープライズ・データとを組み合わせた上で分析を統合できる必要があるということです。新しい

発見は、新しいデータを分析することだけで得られるのではなく、新しいデータを古いコンテキスト

の中で分析し、古い問題に新しい視点を与えることによって得られるものです。 

たとえば、自動販売機の在庫データを自動販売機が置いてある場所のイベント・カレンダーと組み

合わせて分析することにより、その自動販売機にとって最適な製品構成と補充スケジュールが決ま

ります。 

ソリューション分野 

上記で説明したITインフラストラクチャ要件に対処するための新しいテクノロジーが多数出現してい

ます。最新の調査によれば、ビッグ・データの取得に使用されるオープンソースのkey-valueデータベー

スが120を超していました。Hadoopは、ビッグ・データを体系化する主要なシステムであり、構造化さ

れていないデータセットとリレーショナル・データベースのデータとの統合を実現します。これらの

新しいシステムにより、以下のようなソリューション分野の定義が生まれました。 

• Not Only SQL（NoSQL）ソリューション：開発者向けの専門的なシステム 

• SQLソリューション：リレーショナル・データベース管理システム（RDBMS）のような、管

理性、セキュリティおよび信頼性が高い環境 

NoSQLシステムは、あらゆるデータをシステムへ取り込む時に、分類や解析をせずに取得するように

設計されているため、データはきわめて多様です。一方、SQLシステムは、通常は十分に定義された構

造のデータを保存し、取得されたデータにメタデータを適用するため、一貫性が確保されてデータ・

タイプが検証されます。 
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図1 分割されたソリューション範囲 

 

分散ファイル・システムおよびトランザクション（key-value）ストアは、おもにデータの取得に使用

され、既にこのホワイト・ペーパーで説明した要件と一致しています。これらのソリューションでデー

タから情報を解析して抽出するには、MapReduceと呼ばれるプログラミング・パラダイムが使用されま

す。MapReduceプログラムは、分散データ・ノード上でパラレル実行されるカスタム・プログラムです。 

key-valueストアやNoSQLデータベースは、ビッグ・データ環境のOLTPデータベースであり、きわめて

高速のデータ取得や単純な問合せパターン向けに最適化されています。NoSQLデータベースは、きわ

めて高速のパフォーマンスを提供できます。それは、取得されるデータが、解析されてスキーマに入

れられるのではなく、単一の識別キーを用いて迅速に保存されるためです。そうすることによって、

NoSQLデータベースは多数のトランザクションを迅速に保存できます。 

しかし、NoSQLデータベース内のデータは変化するので、データの体系化を行うには常に、使用して

いるストレージ・ロジックを解釈するためのプログラミングが必要となります。このことが、複雑な

問合せパターンがサポートされないこととあいまって、エンドユーザーがNoSQLデータベースのデー

タから価値を抽出することを困難にしています。 

NoSQLソリューションを最大限に活用し、開発者向けの専門的なソリューションから、エンタープラ

イズ向けのソリューションに変換するには、SQLソリューションと組み合わせて、今日のエンタープラ

イズの管理性およびセキュリティの要件を満たす、1つの実証済みのインフラストラクチャにすること

が必要です。 
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オラクルのビッグ・データ・ソリューション 

オラクルは、あらゆる種類のエンタープライズ・ビッグ・データの要件に対処するための統合された

完全なソリューションを提供する最初のベンダーです。オラクルのビッグ・データ戦略は、現行のエ

ンタープライズ・データ・アーキテクチャを発展させることにより、ビッグ・データを統合してビジ

ネス価値を提供し、Oracleシステムの実証済みの信頼性、柔軟性およびパフォーマンスを利用してビッ

グ・データ要件に対処できるという考え方を中心としています。 

 

図2 オラクルのビッグ・データ・ソリューション 

オラクルには、ソフトウェアやハードウェアを含む、ビッグ・データの課題に対応するために必要な

すべてを組み合わせて1つのエンジニアド・システムにまとめる独自の能力があります。 

Oracle Big Data Applianceは、最適化されたハードウェアと、特別なソリューションをを実現するための

包括的なソフトウェア・スタックとを組み合わせたエンジアド・システムであり、ビッグ・データを

取得、体系化し、Oracle Database 11gへロードすることができます。 

Oracle Big Data Applianceは、エンタープライズクラスのパフォーマンス、可用性、サポート機能および

セキュリティとともに、すべてのデータ・タイプに対して最高の分析を提供できるように設計されて

います。また、Big Data ConnectorsによってOracle ExadataおよびOracle Databaseと緊密に統合されてい

るため、すべてのデータを最高のパフォーマンスで分析できます。 

Oracle Big Data Appliance 

Oracle Big Data Applianceは18台のSunサーバーによるフル・ラック構成で、ストレージ容量は合計648TB
です。ラックの各サーバーのCPUは2つ、それぞれ6コアで、フル・ラック当たりの合計は216コアにな

ります。各サーバーのメモリは48GB1

 

で、フル・ラック当たりの合計は864GBです。 

                                                                 
1 96GBまたは144GBへアップグレード可能 

体系化 
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図3 Oracle Big Data Appliance上のソフトウェアの概要 

Oracle Big Data Applianceでは、オープン・ソース・ソフトウェアと、エンタープライズ・ビッグ・デー

タの要件に対応するためにオラクルが開発したソフトウェアとが組み合わされています。 

Oracle Big Data Appliance統合ソフトウェア2

• Cloudera’s Distribution including Apache Hadoop（CDH）の完全なディストリビューション 

には、以下が含まれます。 

• Cloudera CDHのあらゆる側面を管理するCloudera Manager 

• Oracle Big Data Appliance上のデータを分析するための統計パッケージRのオープンソース・

ディストリビューション 

• Oracle NoSQL Database Community Edition3

• Oracle Enterprise Linuxオペレーティング・システムおよびOracle Java VM 

 

CDHとCloudera Manager 

Oracle Big Data Applianceには、Cloudera’s Distribution including Apache Hadoop（CDH）とCloudera Manager
が含まれます。CDHは、商用および非商用環境における最高のApache Hadoopベースのディストリ

ビューションです。CDHは、100%オープンソースのApache HadoopおよびHadoopの使用に必要なオー

プンソース・ソフトウェア・コンポーネントの包括的な組み合わせで構成されています。 

                                                                 
2 Oracle Big Data Connectorsは個別にライセンス供与された製品ですが、Big Data ApplianceはBig Data Connectorsと事前構成できま

す。 
3 Oracle NoSQL Database Enterprise Editionは、個別にライセンス供与されたコンポーネントとしてOracle Big Data Applianceで使用

できます。 
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Cloudera Managerは、CDHのためのエンド・ツー・エンドの管理アプリケーションです。Cloudera Manager
によってクラスタ全体のノードとサービスの稼働状況をリアルタイムに表示できます。また、クラス

タ全体の構成変更を一元化することができ、非常に豊富なレポートや診断ツールも含まれているので、

クラスタのパフォーマンス最適化と有効活用に役立ちます。 

Oracle Big Data Connectors 

Oracle Big Data Applianceは新しい種類のデータの取得および体系化を容易にします。一方Oracle Big 
Data Connectorsはあらゆるデータを分析するための統合されたデータセットの作成を可能にします。

Oracle Big Data Connectorsは、Oracle Big Data Applianceまたは汎用Hadoopクラスタ上にインストールで

きます。 

Oracle Loader for Hadoop 

Oracle Loader for Hadoopにより、ユーザーはHadoop MapReduce処理を使用して、Oracle Database 11gへ
の効率的なローディングを通して、分析のために最適化されたデータセットを作成できます。他の

Hadoopローダーと異なり、Oracle Loader for HadoopはOracleの内部フォーマットを生成してデータを高

速でロードし、データベース・システム・リソースの使用をより少量に抑えます。Oracle Loader for 
Hadoopは、MapReduce処理のマップ –  パーティション –  リデュースのステップの最後に追加され

ます。この最後のステップでは、HadoopクラスタのCPUを使用してOracleが認識可能な形式にデータを

変換します。データがすでにOracle Database用の形式に変換されているため、Oracleクラスタ上のCPU
負荷の削減と、データ取得効率の増加が可能になります。一旦ロードされたデータは永続的にデータ

ベースに保存され、SQLまたはビジネス・インテリジェンス・ツールを利用する一般のデータベース・

ユーザーからきわめて高速でデータにアクセスできるようになります。 

Oracle Direct Connector for Hadoop Distributed File System 

Oracle Direct Connector for Hadoop Distributed File System（HDFS）は、Oracle DatabaseからHDFS上のデー

タに直接アクセスするための高速コネクタです。Oracle Direct Connector for HDFSにより、ユーザーは

アプリケーションの必要性に応じて、HDFSへいつでも柔軟に問合せができます。 

つまり、これにより、Oracle Databaseで外部表の作成が可能になり、HDFSに格納されたデータへのSQL
による直接アクセスが可能になります。そして、HDFSに格納されたデータはSQL経由で問合せできる

ようになり、Oracle Databaseに格納されたデータとの結合やOracle Databaseへのロードが可能になりま

す。HDFSのデータへのアクセスは、自動ロードバランシングによって迅速なデータ移動のために最適

化され、並列化されます。HDFSへは、デリミタ付きファイルまたはOracle Loader for Hadoopによって

作成されるOracle Data Pumpファイルを保存できます。 

Oracle Data Integrator Application Adapter for Hadoop 

Oracle Data Integrator Application Adapter for Hadoopは、Oracle Data Integratorの使いやすいインタフェー

スを通して、HadoopとOracle Databaseとのデータ統合を容易にします。データがデータベースでアクセ

ス可能になると、エンドユーザーはSQLおよびOracle BI Enterprise Editionを使用してデータにアクセス

できます。 
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すでにHadoopソリューションを使用しており、Oracle Big Data Applianceのような統合された製品を必

要としない企業は、Big Data Connectorsをスタンドアロンのソフトウェア・ソリューションとして使用

してHDFSのデータを統合できます。 

Oracle R Connector for Hadoop 

Oracle R Connector for Hadoopは、HDFSに格納されたデータ、およびHadoopへの透過的なアクセスを提

供するRパッケージです。 

R Connector for Hadoopにより、オープンソースの統計環境Rのユーザーは、HDFSに格納されたデータ

を分析し、MapReduce処理で大量のデータに対してRモデルを実行できます。この際、Rのユーザーは、

別のAPIや言語を学ぶ必要はありません。ユーザーは3,500を超えるオープンソースのRパッケージを使

用してHDFSに格納されたデータを分析できますし、管理者は本番環境でR MapReduceモデルをスケ

ジューリングするためにRを学ぶ必要はありません。 

R Connector for Hadoopは、Oracle DatabaseのOracle Advanced Analytics Optionと一緒に使用できます。

Oracle Advanced Analytics Optionを使用すると、RユーザーはSQLやデータベースの概念を学ぶ必要なく、

R演算をデータベース内で直接実行することによってデータベースのデータを透過的に処理できます。 

Oracle NoSQL Database 

Oracle NoSQL Databaseは、Oracle Berkeley DBに基づく、スケーラビリティに優れた分散key-valueデー

タベースです。汎用のエンタープライズクラスのkey-valueストアを提供し、分散されたBerkeley DBに
インテリジェント・ドライバを追加します。このインテリジェント・ドライバは、基礎になるストレー

ジ・トポロジを追跡し、データをシャーディングして、最小の待機時間でデータを置ける場所を示し

ます。Oracle NoSQL Databaseは、競合他社のソリューションとは異なり、インストール、構成および

管理が簡単で、広範なワークロードをサポートし、エンタープライズクラスのOracleサポートに支えら

れたエンタープライズクラスの信頼性を提供します。 

 

図4 NoSQL Databaseのアーキテクチャ 
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Oracle NoSQL Databaseのおもなユースケースは、短い待機時間でのデータ取得と、一般にはキー検索

によるそのデータの高速の問合せです。Oracle NoSQL Databaseには、使いやすいJava APIおよび管理フ

レームワークが含まれています。この製品は、オープンソース・コミュニティ・エディションおよび

大規模な分散データセンター向けの有償のEnterprise Editionで入手できます。オープンソース・コミュ

ニティ・エディションは、Big Data Appliance統合ソフトウェアの一部としてインストールされています。 

インデータベース分析 

データがOracle Big Data ApplianceからOracle DatabaseまたはOracle Exadataへロードされると、エンド

ユーザーは以下のいずれかの使いやすいツールを使用して、高度なインデータベース・アナリティク

ス（データベース内分析機能）を行うことができます。 

• Oracle R Enterprise –  広く使用されているProject R統計環境のOracleバージョンを使用する

と、統計担当者は、エンドユーザーのエクスペリエンスを変更することなしにRを非常に大き

なデータセット上で使用できます。Rの使用例には、特定の飛行場での航空機の遅延予測や、

臨床試験の分析および結果の送信などがあります。 

• インデータベース・データ・マイニング - 複雑なモデルを作成し、それらを非常に大量のデー

タ上へ配置して予測分析を行うための機能。エンドユーザーは、モデルの構築方法を知る必

要なく、BIツール内でこれらの予測モデルの結果を利用できます。たとえば、リグレッショ

ン・モデルを使用することにより、購買行動や人口統計データに基づいて顧客の年齢を予測

できます。 

• インデータベース・テキスト・マイニング - Oracle Text とOracle Data Miningを組み合わせて、

マイクロ・ブログ、CRMシステム・コメント・フィールドおよびレビュー・サイトからテキ

ストをマイニングする機能。テキスト・マイニングの例は、コメントに基づく感情分析です。

感情分析では、顧客がある特定の企業、製品、アクティビティなどにどのような感情を抱い

ているかを明らかにしようとします。 

• インデータベース・セマンティック分析 -  各種のデータ・ポイントとデータセットのグラ

フを作成して、これらの間の関係性を分析する機能。たとえば、セマンティック分析では、

顧客の親しい友人の価値を判断するリレーションシップのネットワークを作成します。顧客

離れを見ると、ある顧客が離れた場合に、その周辺にいる関係性を重視している顧客まで失

う可能性があります。 

• インデータベース・Spatial –  データに空間の次元を追加し、地図にデータを表示する機能。

この機能により、エンドユーザーは地理上の関係およびトレンドを非常に効率的に認識でき

ます。たとえば、空間データにより、人々のネットワークおよび地理的近接性を視覚化でき

ます。きわめて近い場所にいる顧客は、すぐに互いの購買行動に影響を与えることが可能で、

空間の視覚化がない場合、機会は簡単に失われる可能性があります。 

• インデータベース・MapReduce - 手続き型ロジックを記述し、Oracle Databaseパラレル実行を

シームレスに利用するための機能。データベース内MapReduceを使用すると、データ科学者

は複雑なロジックを用いた高パフォーマンスのルーチンを作成できます。インデータベー

ス・MapReduceは、SQL経由を使用できます。インデータベース・MapReduceの使用例には、

Webログのセッション化やCall Details Recordsの体系化があります。 
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Oracle Databaseの分析コンポーネントの1つ1つに価値があります。これらのコンポーネントを組み合わ

せることにより、ビジネスにさらに大きな価値が創造されます。SQLまたはBIツールを利用してこれら

の分析結果をエンドユーザーへ公開することで、企業は、Oracle Databaseでの分析能力を利用しきれて

いない他社よりも優位に立つことができます。 

Oracle Big Data ApplianceとOracle Exadata間の接続はInfiniBandを経由しており、バッチや問合せワーク

ロードの高速データ送信を可能にしています。Oracle Exadataにより、データウェアハウスのホストお

よびデータベースのトランザクション処理の卓越したパフォーマンスが実現します。 

データが大量消費できるようになったため、Oracle Exalyticsを使用してビジネス・アナリストへ豊富な

情報を提供できます。Oracle Exalyticsは、ビジネス・コミュニティのために思考の速度のデータ・アク

セスを提供するエンジニアド・システムです。Oracle Exalyticsは、システムに組み込まれたインメモリ

集計機能とともにOracle Business Intelligence Enterprise Editionを実行するように最適化されています。 

Oracle Big Data Applianceは、Oracle Exadata Database Machineおよび新しいOracle Exalytics Business 
Intelligence Machineとともに、顧客が社内のビッグ・データの価値を取得、体系化、分析および最大化

するために必要なものすべてを提供します。 

図5は、センサーおよびソーシャル・メディアからデータを（たとえばApache Flumeを使用して）スト

リーミングし、このデータを取得して編成する3つのOracle Big Data Applianceと、データ分析のための

Oracle Exadataの利用を示したものです。 

 

図5 Oracle Big Data ApplianceおよびOracle Exadataの使用 
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結論 

新しいさまざまなデジタル・データ・ストリームを分析することにより、経済的価値の新しいソース

を明らかにし、顧客の行動について新しい見解をもたらして、市場動向を早めに特定できます。しか

し、新しいデータが大量に現れることで、IT部門には課題が発生します。ビッグ・データから真のビ

ジネス価値を抽出するには、異なるソースからさまざまなデータ・タイプを取得して体系化し、あら

ゆるエンタープライズ・データのコンテキスト内でそれを簡単に分析できるための適切なツールが必

要です。Oracle Big Data ApplianceおよびOracle Big Data ConnectorsをOracle Exadataとともに使用するこ

とによって、企業は構造化データおよび非構造化データを含むあらゆるエンタープライズ・データを

取得、体系化および分析し、最適な決定を行うことができます。 
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